
officeの更新を無効にする方法

Ｅｘｃｅｌを開いてファイルを押します。



アカウントを選択します。
office更新プログラムの更新オプションを押します。
更新を無効にするを選択します。



【32ビットか64ビットかの確認方法】
アカウントを選択します。
office更新プログラムの下のExcelのバージョン情報を押します



３２ビットか６４ビットかどちらかが表示されています。

バージョンを戻す方法

コマンドプロンプトを表示します。

左下のウインドウマークを押します。



Windows システムツールの中の　コマンドプロンプトの上で右クリックします。

【Excel2013 の場合】※３２ビットの場合　（６４ビットについては３２ビットの後に説明があります。）

コマンドプロンプトを開いた状態　（※C:\以下の表示はＰＣにより異なります）

①　下記をコピーして貼り付け

『３２ビットの場合』

cd %programfiles%\Microsoft Office 15\ClientX86

コピーして貼り付けたらENTERキーを押します



②　下記をコピーして貼り付け

officec2rclient.exe /update user updatetoversion=15.0.5223.1001

コピーして貼り付けたらENTERキーを押します

← 表示がこのように変わります



しばらく待つと下記のような画面になると思います。
コマンドプロンプトの画面が開いていれば、閉じて下さい。

再起動して下さい。



『６４ビットの場合』

cd %programfiles%\Microsoft Office 15\ClientX64

コピーして貼り付けたらENTERキーを押します

②　下記をコピーして貼り付け

officec2rclient.exe /update user updatetoversion=15.0.5223.1001

コピーして貼り付けたらENTERキーを押します

以下は32ビットと同じです。更新が始まります。
更新後は再起動してください。

← 表示がこのように変わります


